
 

  
久御山町が管理する橋梁は，令和 5 年度現在で 53 橋架設されている． 

  このうち，建設後 50 年を経過する橋梁は，全体の 19%を占めており，20 年後の令和 25 年度には，77%程度
に増加する．これらの高齢化を迎える橋梁群に対し，従来の対症療法型の維持管理を続ける場合，橋梁の修
繕・架け替えに要する費用が増大となることが懸念される． 

 
このような背景から，より計画的な橋梁の維持管理を行い，限られた財源の中で効率的に橋梁を維持していく
ための取り組みが不可欠となる．コスト縮減のためには，従来の対症療法型から，“損傷が大きくなる前に予防
的な対策を行う”予防保全型へ転換を図り，橋梁の寿命を延ばす必要がある．そこで，久御山町では、将来的
な財政負担軽減及び道路交通の安全性の確保を図るために，橋梁長寿命化修繕計画を策定する． 

 

 

 
久御山町では，長寿命化修繕計画を策定する 53 橋について，今後 50 年間の事業費を比較すると，従来の対症
療法型が 57 億円に対し，長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が 5 億円となり，コスト縮減効果は 52 億
円となる． 
 
また，損傷に起因する通行制限等が減少し，道路の安全性・信頼性が確保される． 

 

 

 

健全度の把握の基本的な方針 

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき， とと
もに健全度を把握する． 
健全度の区分は以下に示す． 

区分 定義 
Ⅰ 健全 道路橋の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 道路橋の機能に支障が生じていないが，予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 道路橋の機能に支障が生じる可能性があり，早期
に措置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 道路橋の機能に支障が生じている，又は生じる可
能性が著しく高く，緊急に措置を講ずべき状態。 

【出典：道路橋定期点検要領 平成 31 年 2 月】 

  予防的な対策 

従来の対症療法型から、計画的かつ予防的な修繕対策の実施へと転換を図り，橋梁の寿命を 100 年間とする
ことを目標とし損傷を早期発見し、 を実施する． 
 
 
 
 
 
 
 

 
  優先度 

長寿命化修繕計画の優先順位は、以下の重要性を考慮して決定する． 
・定期点検の健全性の診断に基づき、健全性の低い（劣化している）橋梁を優先 
・修繕の困難性を考慮し、橋長の長いものを優先 

「健全度」⇒「橋長」 

  PDCA サイクルの実施 
計画は今後も継続的に行い、PDCA サイクルを実施し、効率的・効果的な維持管理を行う． 

  PDCA とは、計画(Plan)、実行(Do)、評価(Check)、改善(Action)の四つの段階を繰り返すことによって、計画を
改善・効率化すること． 
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【様式１－１】

久御山町橋梁長寿命化修繕計画

令和６年３月

久御山町　都市整備部　建設課



１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁、診断結果及び維持管理実績

長寿命化修繕計画の対象：

・橋長が2m以上の橋梁

・外寸2m以上かつ土被り1m未満の溝橋(カルバート)

診断結果：

維持管理実績：

10橋

(19%)

令和25年度

41橋

(77%)

　このような背景から、より計画的な橋梁の維持管理を行い、限られた財源の中で効率的

に橋梁を維持していくための取り組みが不可欠となる。

　コスト縮減のためには、従来の対症療法型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策

を行う”予防保全型へ転換を図り、橋梁の寿命を延ばす必要がある。

  そこで本町では、将来的な財政負担軽減および道路交通の安全性の確保を図るために、

橋梁長寿命化修繕計画を策定する。

一般国道 主要地方道 町道 合計

全管理橋梁数 0 0 53 53 

うち計画の対象橋梁数 0 0 53 53 

うちこれまでの計画策定橋梁数 0 0 53 53 

うち令和５年度計画策定橋梁数 0 0 0 0 

　定期点検を実施した橋梁のうち、補修を行う必要がないⅠ判定

橋梁が11%を占めている。予防保全の観点から措置を講ずることが

望ましいⅡ判定橋梁が89%と全体の9割を占めている。

　Ⅲ・Ⅳ判定橋梁は0%と全体を通して健全な状況である。

H23 H24 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
橋梁点検 16橋 33橋 － 17橋 33橋 － － － 17橋 36橋
修繕設計 － － 4橋 － － 10橋 － － － －
修繕工事 － － － 4橋 － － 1橋 1橋 1橋 －

　本町が管理する橋梁は、令和５年度現在で53

橋架設されている。 令和5年度

　このうち、建設後50年を経過する橋梁は、全

体の19%を占めており、20年後の令和25年度に

は、77%程度に増加する。

　これらの高齢化を迎える橋梁群に対して、従

来の対症療法型の維持管理を続けた場合、橋梁

の修繕・架け替えに要する費用が増大となるこ

とが懸念される。
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的な方針

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、橋梁の損傷を

早期に発見するとともに健全度を把握する。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

パトロール車による走行面の変状について点検を行う。

４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針

及び架替えに要するコストを縮減する。

　点検結果及び利用状況を踏まえ、老朽化施設に対しては集約・撤去の検討を実施すると

ともに通行を歩行者に限定するなどの機能縮小について、住民等の意見を基に検討する。

５．長寿命化修繕計画の優先順位

　本町が管理する橋梁の中で、架設後30年以上経過した橋梁は全体の約77%を占めている

ため、近い将来一斉に架替時期を迎えることが予想される。したがって、計画的かつ予防

的な修繕対策の実施へと転換を図り、橋梁の寿命を100 年間とすることを目標とし、修繕

　長寿命化修繕計画の優先順位は、判定区分の他、供用年数、橋長、幅員、路下条件、

代替路の有無、補修状況等、各項目について点数化し、総合評価点により順位付けを

行うものとする。

　評価項目と、評価点の付け方を下表に示す。

評価点の付け方一覧表

評価点項目

路線名

供用年数

橋長

幅員

路下等条件

代替路の有無

判定区分

補修状況

劣化速度

補修済みであれば評価点-10、補修予定であれば評価点10、再劣化であれば0点とする。

定期点検時に確認した劣化速度の５分の１を評価点とする。
（その他の項目と平準化を図るため５分の1とする）

参考資料より多くの橋梁で供用から40年程度で補修等が行われていることから、供用年数
を40で除した値を評価点とする。
供用年数が不明な橋梁は、供用年数の平均より1.5とする。

橋長の平均が約10ｍであることから10分の1の値を評価点とする。

1車線4ｍとして、幅員を4で除した値を車線数と換算し評価点とする。
(第3種2級：3.25＋路肩0.75）

路下が、高速車道・線路・避難路等の重要な条件であれば評価点4（表記：避難路、線
路）、車道・交通機関路線・通学路等であれば評価点２、歩道・河川・その他道路であれば
評価点1とする。

代替路がある場合は評価点0、代替路がない場合は評価点5とする。

判定区分に応じて評価点をつける。
Ⅰ判定：0、Ⅱ判定：20、Ⅲ判定：30、Ⅳ判定：40

評価点の根拠

避難路に指定されているなどの重要な路線には評価点4、バス・通学路路線は評価点2、
その他は評価点0とする。



６．計画期間

７．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期

様式１－２による

８．長寿命化修繕計画による効果

９．集約化・撤去

5年に1回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかとなるよう計画期間は10年

とする。なお、点検結果を踏まえ、毎年、計画を更新する。

　また、損傷に起因する通行制限等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保される。

　大規模修繕が必要な橋梁や重量制限を設けている橋梁・開発行為において架け替え等必要

となる橋梁等、2033年（令和15年度）までに住民生活に影響が出ない範囲で集約化や撤去など

の検討を行い、地元調整を図る。

　2033年までに1橋の集約化・撤去、費用縮減効果：約150万円の維持管理コストを縮減する

ことを目指します。

　長寿命化修繕計画を策定する53橋について、今後50年間の事業費を比較すると、従

来の対症療法型が57億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が5億円

となり、コスト縮減効果は52億円となる。
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１０．新技術の活用方針

× × ＝

円

× 3 回 ＝

× 2 回 ＝

残寿命40年として ／ 年 ＝

令和15年までの10年間での費用縮減効果

× 年 × 橋 ＝

円

　本町においては、新技術の摘要が効果的となる特殊橋及び長大橋がないのが現状であるが、

今後の橋梁点検においては、新技術の活用によるコスト縮減が図れるかについて検討していく。

　また修繕などの処置の実施に際しても、省力化や費用縮減を図るために新技術の活用につ

いて検討する。

１） 大島橋の定期点検については、新技術を活用しながら点検を行います。叩き点検は必要で

あるとの考えから、クローラータイプ点検車での点検とポールカメラによる点検を5年周期

に交互に行うことにより、令和15年度までに約65万円の費用縮減を図る事を目指します。

クローラータイプ点検車 \532,000

－ ポールカメラ \146,000

\386,000

\386,000 1.5385 1.1 \653,247

費用削減目標額 \650,000

２） 令和15年までに補修工事を予定している10橋について、新技術である表面含侵工等を

用い、補修サイクルが延びる事により維持管理費用の縮減を目指します。

表面含浸工無しの場合の1橋平均補修単価 \5,000,000 \15,000,000

－ 表面含浸工有りの場合の1橋平均補修単価 \6,000,000 \12,000,000

\3,000,000

\3,000,000 40 \75,000 ／年・橋

\75,000 10 10 \7,500,000

費用削減目標額 \7,500,000



【様式１－２】

７．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期

久御山町 凡例：　　　　　　対策の着手・完了を示す。

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

無名橋0014 町道 市田・島田橋 2.2 11.2 1980 44 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

738 

双置橋 町道 佐山2号線 2.4 5.9 1976 48 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0041 町道 松陽台東7の通り線 2.4 5.9 1973 51 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0040 町道 松陽台東7の通り線 2.5 5.9 1973 51 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

河原田橋 町道 坊ノ池・野村線 3 6.2 1980 44 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0026 町道 中央公園線 3 8.4 1973 51 R4 Ⅰ R9 監視
点検 点検

738 

無名橋0037 町道 佐山4号線 3.2 6.2 1979 45 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0039 町道 松陽台東4の通り線 3.3 6.6 1977 47 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0022 町道 中島・森線 3.4 11.5 1997 27 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

738 

無名橋0038 町道 松陽台中央通り線 3.5 6.5 1973 51 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0021 町道 相島・坊ノ池線 3.8 4.7 1980 44 R4 Ⅰ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0049 町道 場内41号線 4.1 8.2 1991 33 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

738 

西観世2号橋 町道 市田2号線 4.3 7.4 1982 42 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0046 町道 室城東荒見線 4.3 5.3 1984 40 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

西観世1号橋 町道 市田2号京 4.6 7.3 1982 42 R4 Ⅰ R9 監視
点検 点検

402 

無名橋0018 町道 新開地・林線 4.7 11 1973 51 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

738 

無名橋0048 町道 中島2号線 5 8.5 2005 19 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

738 

無名橋0016 町道 田井・林線 5.1 16.8 1984 40 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

2,768 

篠ム戸橋 町道 西一口・島田線 5.5 6.2 1999 25 R4 Ⅰ R9 監視
点検 点検

688 

釘貫橋 町道 西一口・島田2号線 5.6 13.1 1998 26 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

868 

無名橋0025 町道 坊ノ池・野村線 5.6 3.8 1978 46 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

688 

無名橋0015 町道 田井・林線 5.9 11.9 1984 40 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

868 

無名橋0005 町道 田井・東一口橋 6 13.1 1996 28 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

1,668 

三丁橋 町道 佐山・野村線 6.5 14.2 1988 36 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

2,668 

無名橋0027 町道 場内17号線 6.5 7.5 1986 38 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

688 

坪池橋 町道 場内18号線 6.5 7.5 1987 37 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

688 

新珠城橋 町道 市田・島田線 6.6 16.1 1989 35 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

2,168 

無名橋0029 町道 場内20号線 6.8 7.1 1979 45 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

688 

無名橋0030 町道 場内26号線 8.2 8.1 1983 41 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

868 

北畑橋 町道 市田・佐山線 8.6 11.3 1972 52 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

2,768 

野村橋 町道 市田・島田線 8.8 11.4 1979 45 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

868 

珠城橋 町道 市田９号線 9 12.1 1977 47 R4 Ⅱ R9 修繕
点検 点検

3,668 

無名橋0045 町道 北川顔・東一口線 10.8 7.2 1983 41 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

688 

川端橋 町道 川端・南城線 15.8 10.6 1996 28 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,130 

名木川橋 町道 栄西3の通り線 16 3.6 1969 55 R3 Ⅰ R8 監視
点検 点検

894 

さいかい橋 町道 林12号線 16 11.2 2004 20 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,130 

森橋 町道 中島・森線 16.1 10 1995 29 R3 Ⅱ R8 修繕
点検 点検

10,530 

相島橋 町道 田井・東一口線 18.2 10.1 1990 34 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,130 

実施時期
橋梁名

道路
種別

路線名
橋長
(m)

幅員
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

診断結果
(判定)

次回
点検
年次

対策
内容

全体
事業費

（概算）

断面修復

ひびわれ補修他

ひびわれ補修

舗装打換え・橋面防水他

ひびわれ補修他

舗装打換え・橋面防水他

ひびわれ補修他



久御山町 凡例：　　　　　　対策の着手・完了を示す。

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

実施時期
橋梁名

道路
種別

路線名
橋長
(m)

幅員
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

診断結果
(判定)

次回
点検
年次

対策
内容

全体
事業費

（概算）

古川橋 町道 北川顔・東一口線 21.4 5.7 1974 50 R3 Ⅱ R8 修繕
点検 点検

6,420 

古川橋歩道橋 町道 北川顔・東一口線 26.4 2.4 2002 22 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,120 

第2観世橋 町道 市田2号線 27.1 8.2 1987 37 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,704 

参道橋 町道 佐山3号線 33 2.6 1989 35 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,006 

前川橋 町道 田井・東一口線 40 9.5 2013 11 R3 Ⅱ R8 修繕
点検 点検

3,438 

新橋 町道 田井・林線 40 12.2 1990 34 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,838 

大島橋 町道 東一口大島線 40.6 4.3 1965 59 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,500 

東角橋 町道 清水・北畑線 44.2 12 1984 40 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,672 

東一口橋 町道 田井・東一口線 51 8.3 1980 44 R3 Ⅱ R8 修繕
点検 点検

21,212 

開拓橋 町道 栄本通り線 51 11.3 1986 38 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,262 

観世橋 町道 市田2号線 51.1 7.8 1982 42 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,456 

中橋 町道 東一口市田線 51.8 4.7 1981 43 R3 Ⅱ R8 監視
点検 点検

1,456 

モタレ１号橋 町道 東島・モタレ線 11.6 11.4 2019 5 R4 Ⅰ R9 監視
点検 点検

868 

モタレ２号橋 町道 東島・モタレ線 10.9 10.5 2019 5 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

868 

無名橋 町道 清水１号線 2.4 5.8 1972 52 R4 Ⅱ R9 監視
点検 点検

402 

9,400 19,500 11,549 11,898 5,500 3,500 5,300 11,549 11,898 3,100 93,194 

※概算工事費は諸経費を含む

合　計　　(千円)

断面修復他

ひびわれ補修他

ひびわれ補修他


